
広報きたあきた　19.　12.　1611 10広報きたあきた　19.　12.　16

　「
国
勢
調
査
」
や
「
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

な
ど
の
各
種
の
統
計
調
査
は
、
国
の
各
省

庁
が
主
管
し
、
都
道
府
県
や
市
町
村
に
委

託
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
調
査
の
現
場
を
支
え
て
い
る
の
が
一

般
市
民
の
調
査
員
や
事
業
所
の
事
業
主
等

の
皆
さ
ん
で
す
。 

　
今
回
、
そ
の
調
査
活
動
で
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
け

た
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ア
な
ど
を
製

造
す
る
地
元
企
業
「
株
式
会
社
ジ
ー
エ

ム
ジ
ャ
パ
ン
」（
篠
原
康
夫
社
長
）。
長
年

に
わ
た
っ
て
「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
」
の

指
定
事
業
所
と
し
て
労
働
時
間
や
雇
用

状
態
な
ど
の
調
査
に
携
わ
っ
て
き
た
も

の
で
、
11
月
８
日
、
秋
田
県
庁
で
行
わ
れ

た
秋
田
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
で
、
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
の
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。 

　
ま
た
同
日
、
国
勢
調
査
な
ど
の
各
種

統
計
調
査
の
長
年
に
わ
た
る
功
績
が
認

め
ら
れ
、
成
田
徳
男
さ
ん
（
65
）
ら
市
民

６
人
の
方
々
が
県
知
事
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。 

　
受
賞
の
報
告
に
訪
れ
た
の
は
ジ
ー
エ

ム
ジ
ャ
パ
ン
で
調
査
事
務
に
携
わ
っ
て

い
る
三
浦
啓
子
さ
ん
と
、
知
事
表
彰
を

受
け
た
成
田
徳
男
さ
ん
の
代
理
で
妻
の

芳
枝
さ
ん
の
２
人
で
、
市
長
に
受
賞
と

調
査
活
動
の
様
子
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
う
ち
三
浦
さ
ん
は
、「
会
社
の
調
査
に

携
わ
っ
て
十
数
年
。
内
容
が
細
か
く
難
儀

も
す
る
が
、
各
種
の
計
算
デ
ー
タ
の
整
合

が
確
認
で
き
た
と
き
の
喜
び
は
大
き
い
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
岸
部
市
長
は
、「
地
道
な
活
動
で
ご
苦

労
も
多
い
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま

し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
、
経
済
産
業
省
が
所
管
す
る

「
工
業
統
計
」
や
「
商
業
統
計
」
な
ど
の

調
査
に
従
事
し
、
功
労
の
あ
っ
た
調
査
員

に
対
し
て
も
同
省
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
３
人
の
調
査
員

の
方
々
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
大
臣
及
び
県
知
事
表
彰
受
賞
者
と
感
謝

状
を
贈
ら
れ
た
調
査
員
の
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す（
敬
称
略
） 

■
厚
生
労
働
大
臣
表
彰 

　
株
式
会
社
ジ
ー
エ
ム
ジ
ャ
パ
ン（
本
社
・

北
秋
田
市
綴
子
字
古
関
83
） 

■
県
知
事
表
彰
　
成
田
徳
男（
65
）＝
今
泉

字
根
立
場
／
桜
庭
博
志（
59
）＝
米
内
沢
字

薬
師
下
／
磯
谷
清
剛（
65
）＝
本
城
字
中
島

／
若
木
俊
雄（
60
）＝
小
又
字
新
屋
布
／
柴

田
美
喜
子（
58
）＝
本
城
字
館
ノ
下
／
赤
石

利
法（
58
）＝
米
内
沢
字
寺
の
下 

■
経
済
産
業
省
統
計
功
労（
感
謝
状
） 

　
藤
垣
幸
子（
54
）＝
綴
子
字
往
還
下
／
石

川
あ
ゆ
子（
53
）＝
綴
子
字
前
野
／
伊
東
百

利
子（
58
）＝
脇
神
字
高
村
岱 

　
国
勢
調
査
な
ど
各
種
統
計
調
査
で
の
功
労
に
よ
り
大
臣
表
彰
や

県
知
事
表
彰
を
受
け
た
市
の
統
計
調
査
員
・
事
業
所
の
代
表
が
11

月
29
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
岸
部
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。 

▲岸部市長に受賞を報告、これまでの調査活動

などについて説明する統計功労者のみなさん 

北秋田市自治会連絡協議会が発足 統計功労平成１９年工業統計調査市長日誌

◇

11
月
16
日
〜
30
日 

▽
七
日
市
地
域
懇
談
会
に
出
席
（
七
日
市
基

幹
セ
ン
タ
ー
） 

▽
ス
ト
ー
ン
レ
ー
ク
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
を
観
覧（
市
文
化
会
館
） 

▽
平
成
19
年
度
決
算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑

に
出
席（
市
役
所
第
１
会
議
室
） 

▽
北
秋
田
市
・
上
小
阿
仁
村
結
核
予
防
婦
人

会
幹
部
研
修
会
に
出
席（
市
中
央
公
民
館
） 

▽
治
水
事
業
促
進
全
国
大
会
に
出
席
し
意
見

発
表（
東
京
都
） 

▽
秋
田
県
河
川
治
水
協
会
に
よ
る
県
選
出
国

会
議
員
に
対
す
る
要
望
活
動
に
参
加（
東
京
都
） 

▽
畠
山
康
一
氏
全
国
防
犯
金
章
受
章
祝
賀
会

に
出
席（
坊
沢
公
民
館
） 

▽
北
秋
田
市
自
治
会
連
絡
協
議
会
設
立
総
会

に
出
席（
市
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合[

正
副
管

理
者
会
議
、
全
員
協
議
会
、
臨
時
議
会]

に
出

席（
米
内
沢
病
院
） 

▽
経
済
産
業
省
所
管
統
計
調
査
感
謝
状
及
び

秋
田
県
統
計
功
労
者
表
彰
の
報
告
（
市
役
所
応

接
室
） 

▽
平
成
19
年
北
秋
田
市
議
会
12
月
定
例
会
本

会
議（
市
議
事
堂
） 

11
月
18
日（
日
） 

   

11
月
19
日（
月
） 

 

11
月
20
日（
火
） 

 

11
月
21
日（
水
） 

   

11
月
22
日（
木
） 

 

11
月
28
日（
水
） 

    

11
月
29
日（
木
） 

  

11
月
30
日（
金
） 

 

北
秋
田
市
自
治
会
連
絡
協
議
会
設
立
総
会
が
11

月
28
日
、
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
設
立

趣
旨
や
協
議
会
規
約
な
ど
を
確
認
し
て
、
初
代

会
長
に
簾
内
順
一
さ
ん（
鷹
巣
地
区
自
治
会
長
連

絡
協
議
会
長
）を
選
出
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
協
議
会
は
、
市
内
に
お
け
る
各
自
治
会

及
び
各
町
内
会
等
に
お
け
る
共
通
の
諸
問
題
を

協
議
し
、
地
域
住
民
自
治
組
織
の
連
絡
・
協
調

を
図
る
と
共
に
、
市
政
発
展
の
た
め
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
総
会
に
い
た
る
ま
で
は
、
昨
年
12
月
21
日
に

第
１
回
設
立
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
11
月

２
日
ま
で
３
回
委
員
会
を
開
催
、
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
、
山
岡
多
郎
右
エ
門
設
立
推
進
委

員
代
表（
前
合
川
地
区
自
治
会
長
会
会
長
）が
「
限

界
集
落
や
市
街
地
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
る
今
、

各
自
治
会
が
共
通
認
識
を
持
つ
た
め
に
一
本
化

が
必
要
。
各
地
区
で
の
自
助
努
力
に
は
限
界
が

あ
り
、
充
分
に
話
し
合
う
場
と
し
た
い
。
今
後

着
実
に
会
が
発
展
す
る
こ
と
を
願
う
」
と
、
設

立
の
経
緯
に
ふ
れ
な
が
ら
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
来
賓
と
し
て
岸
部
市
長
が
「
先
の
災
害
時
で

も
地
域
の
結
束
力
が
大
切
と
改
め
て
認
識
し
た
。

地
域
や
住
民
の
声
を
一
番
聞
け
る
の
は
自
治
会

で
あ
り
、
行
政
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
た
め
、
き
め
細
か
な
地
域
の
実
情
に
つ
い

て
、
ご
指
導
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。 

　
こ
の
あ
と
、
協
議
会
の
設
立
趣
旨
や
組
織
、

協
議
会
規
約
な
ど
を
確
認
し
、
役
員
を
選
出
し

ま
し
た
。 

　
簾
内
会
長
は
「
２
３
４
あ
る
自
治
会
と
市
と

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、行
政
推
進
に
参
画
し
た
い
。

ぜ
ひ
ご
協
力
を
」
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

▽
会
長
　
簾
内
順
一（
鷹
巣
地
区
自
治
会
長
） 

▽
副
会
長
　
三
浦
冨
雄（
森
吉
地
区
自
治
会
長
）

／
佐
藤
信
夫
（
阿
仁
地
区
自
治
会
長
）
／
鈴
木
正

幸（
合
川
地
区
自
治
会
長
） 

▽
理
事
　
武
藤
慶
信（
鷹
巣
地
区
自
治
会
副
会
長
）

／
春
日
正
一
（
森
吉
地
区
自
治
会
副
会
長
）
／
伊

藤
四
郎
（
阿
仁
地
区
自
治
会
副
会
長
）
／
土
濃
塚

謙
一
郎（
合
川
地
区
自
治
会
副
会
長
） 

▽
監
事
　
佐
藤
三
七（
鷹
巣
地
区
自
治
会
副
会
長
）

／ 

佐
藤
征
太
郎
（
合
川
地
区
自
治
会
副
会
長
） 

▲全市の自治会、町内会で組織される「北
秋田市自治会連絡協議会」の設立総会 

　
12
月
31
日
を
基
準
日
と
し
て
、

平
成
19
年
工
業
統
計
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
今
月
下
旬
か
ら
来
年

１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
調
査
票
へ
の
記
入

に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

　
な
お
、
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

内
容
に
つ
い
て
は
統
計
法
に
基
づ

き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
こ
の
ほ
ど
平
成
18
年
工
業
統
計
調
査

の
概
要
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
北
秋
田

市
で
は
事
業
所
数
が
１
１
８
（
17
年
＝

１
１
７
）
、
従
業
者
数
は
６
８
６
７
人

（
17
年
＝
６
６
３
３
人
）
、
製
造
品
出
荷

額
等
は
３
０
６
億
５
５
９
６
万
円
（
17

年
＝
３
０
２
億
６
８
２
７
円
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

■
お
問
合
せ 

　
広
報
情
報
課 

�
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６
６
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製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ
︱

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

１２月３１日１２月３１日


